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ド・オプ ・ニュー ヨ クー，ロ ック フエラー財団の
援助を受けた。
- 13ー 937 
No. 177 京大広報
各教室から集中化されたパックナンパー雑誌を
書庫に収め，閲覧室には約800種の新刊雑誌と，
逐次購入される新着図書を並べた。その利用状況
は，昭和41年度の統計によると，1年間に42,028
名， 1日平均約150名の利用者で、あった。昭和53
年度の利用者は当初の2倍という約84,000名， 1 
日平均約290名にのぼっている。時代の移り変り
と共に，人的にも財政的にも次第に困難な状況に
なり，特に情報化時代として，全国的に急激に増
加してきている医学文献情報に，対処する方策が
叫ばれ進展してきている今日，医学図書館の歩む
道は険しいようである。
一方，医学図書館の開館を契機に，附属図書館
から移管された富士川文庫の利用は，年と共に増
加の一途をたどり，その広がりは圏内は勿論のこ
と，国の外にまで及んでいる。富士川文庫とは，
医学博士であり文学博士でもあった医史学研究家
富士川波博士が，生涯の大作といわれている『日
本医学史』の編纂のために，参考資料として四方
に求めて収集された苦心の一大コレクションであ
る。この文庫は，明治以前の和漢の医書および江
戸初期以降の主として幕末期西洋医学容の翻訳
番，また，わが国の医学に関する典籍としては，
平安朝から明治初期に至るまでのものが網羅され
ている。文庫本の内には著作年代が平安朝にまで
遡るものもあり，刊写年代は足利期が最古となっ
ている。圏内における富士川文庫の所蔵状況を見
ると，慶応義塾大学医学情報センターに3,500冊
余，日本大学図書館医学部分館に約600冊，そし
て医学図書館は，大正6年から3固にわたって本
学附属図書館へ寄贈された約9,000冊を所蔵して
いる。数字を見てもわかるように，実に文庫の約
70%を所蔵しているのである。
明治以降画期的な発展を遂げてきた日本の医学
について，医学研究の原点に立って，その歴史を
追求して行こうとL、う声が特に高まっている今
日，世界でも有数といわれ，また日本医学史の研
究には欠くことのできない富士川文庫の大半を所
蔵している医学図書館の役割は大きく，医史学関
係資料を更にふくらませるための努力が，現在も
なお積極的に続けられている。
本学には，この富士川文庫のほか，江馬家寄贈
本，村本文庫等医学，本草，蘭学関係図書が，附
属図書館，文学部，良学部，薬学部，人文科学研
究所， 医学部各教室内等にも多数所蔵されてい
る。
京都の千年にわたる古都としての歴史的背景に
ふさわしく，医史学資料センター的役割をなし，
また，一方では，現代のおびただしい医学情報に
ついては近代方式によって処理をするという，そ
の両方を程よく兼ね備える医学図書館に向けて，
限りない努力が重ねられている。
（医学部）
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